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平成 29 年度の山部会の活動進捗報告 
 

 ⼭部会の⽬標とテーマ 1．

山部会の 3ヶ年（平成 28～30 年度）の活動テーマを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動実績 2．

活動内容 日時 場所 活動内容 

第 39 回ＷＧ 

（恵那）22 名参加 

5 月 19 日（金）～ 

20 日（土） 

14:00～ 

恵那市岩村振興事務所 

会議室 

・今年度の活動方針を確認し、活動内容

を話し合った。 

・恵那市内のフィールドワーク（花白温

泉、茅の宿とみだほか） 

第 40 回ＷＧ 

（豊田）21 名参加 

6 月 23 日（金） 

14:00～17:30 

豊田森林組合庁舎 

第 2・3会議室 
・4つのテーマの進捗報告と意見交換 

第 41 回ＷＧ 

（根羽）17 名参加 

7 月 28 日（金）～ 

29 日（土） 

14:00～ 

根羽村ネバーランド  

サンホール 

・4つのテーマの進捗報告と意見交換 

・根羽村内のフィールドワーク（信州大学

研究フィールド、帯状間伐実施箇所） 

第 42 回ＷＧ 

（恵那）13 名参加 

9 月 8 日（金）～ 

9 日（土） 

13:00～ 

恵那市串原振興事務所  
串原コミュニティセンター  

3 階会議室 

・4つのテーマの進捗報告と意見交換 

・勉強会（天竜峡において河川の高水敷

に繁茂する竹林の利活用について） 

第 43 回ＷＧ 

（岡崎）42 名参加 

10 月 13 日（金）～ 

14 日（土） 

14:00～ 

岡崎市「ぬかた会館」  

2 階 2～3 会議室 

・3つのテーマの進捗報告と意見交換 

・岡崎市内のフィールドワーク（ぬかた

体験村） 

第 44 回ＷＧ 

（根羽）11 名参加 

11 月 10 日（金） 

13:30～16:30 

根羽村老人福祉センター

「しゃくなげ」 

・3つのテーマ（山村ミーティングを除

く）の進捗報告と意見交換 

第 45 回ＷＧ 

（豊田）27 名参加 

12 月 15 日（金）～ 

16 日（土） 

14:00～ 

豊田森林組合庁舎 

第 2・3会議室 

・4つのテーマの情報提供と意見交換 

・豊田市内のフィールドワーク（ちんち

ゃん亭・あさひ森の健康診断報告会） 

第 9 回山の地域部

会(岡崎)26 名参加 

1 月 22 日（月） 

14:00～17:00 

岡崎市「ぬかた会館」  

2 階 2～3 会議室 

・今年度の活動進捗報告 

・次年度の活動計画 

・平成 30 年度以降の懇談会の体制 

※参加人数は事務局含む

＜テーマ＞ ＜解決手法＞ 

≪3ヶ年の目標≫ 

●WG の中で山村再生担い手づくり事例集について、より PR 力のあるものにする 

●山村ミーティングや木づかいガイドライン等と WG の中で山村再生担い手づくり事例集によって築かれ

た人間関係とを連携させて、流域が関わるイベントを実施する 

●WG の中で森づくりガイドラインについて、矢作川や水源かん養機能に配慮した森づくりの理念と具体

的な方策を発信する 

●WG の中で木づかいガイドラインの策定を行い、流域における水平展開を山部会構成メンバーで実行

する 

流域圏担い手づくり事例集 

木づかいガイドライン 

森林の適切な管理は山村再生が重要。先ずは人づくりに取り組む。 

流域圏として統一性のある森林管理を行うためのガイドラインを作る。 

矢作川の森の恵みが中下流・海まで届くガイドラインを作る。 

森づくりガイドライン 

山村ミーティング 山村再生を支援する取組みへの参加・情報共有を行う。 
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 ⼭部会 平成 28 年度の活動成果 まとめ 3．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【成果①】 

・これまでに作成した山村再生担い手づくり事例集の取材先

の団体と取材者を対象とした交流会を 4月に行った。新た

な発想の展開や人間関係を育む場として、大変有意義なイ

ベントになった。 

 

【成果②】 

・山村から流域に視野を広げるため、川部会のテーマである

地先モデルと協働して、流域の発展に寄与する団体の取材

を行うことになった。それに伴い、テーマの名称も「山村

再生担い手づくり事例集」から「流域圏担い手づくり事例

集」に変更した。 

 

【成果③】 

・流域圏担い手づくり事例集を作成するため、山に関係する

12 団体、川に関係する 9 団体、合計 21 団体を訪問し、レ

ポートの作成を行った。 

 

【成果④】 

・事例集作成に関わった取材先と取材者を中心とした交流会

を平成 30 年 4 月 14 日（土）～15 日（日）に佐久島で実

施することになった。 

 

 

【成果①】 

・流域の山の担い手の現状を把握するため、根羽村森林組合、

恵南森林組合、豊田森林組合、岡崎森林組合の作業班を中

心とした 100 人ヒヤリングを開始した。 

 

【成果②】 

・矢作川感謝祭について、秋の流域全体の恒例行事化にむけ

て実行委員会を立ち上げ、意見交換の場を拡大した。 

 

【成果③】 

・足助もみじ市まつりに代わるイベントの開催については、

懇談会メンバーも主催者に加われるよう関係団体（豊田森

林組合など）に働きかけた。 

事例集交流会の様子 

川部会における意見交換 

ヒヤリング時の作業風景（恵那市） 

矢作川感謝祭の開催状況（豊田市） 

流域圏担い手づくり事例集 

山村ミーティング 
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【成果①】 

・豊田市の森づくり構想の見直しに関して、①保全に対する

ルール ②地域材利用の強化 ③人材の確保・育成・活用

について情報共有と意見交換を行った。 
 
【成果②】 

・岡崎市の水環境創造プランのうち水量に関する施策の見直

しの進捗状況、緑のダム部会の答申をうけた動き、岡崎市

環境政策課内の森林企画係の新設について情報共有と意

見交換を行った。 
 
【成果③】 

・森づくりガイドラインの策定に向けて、素案が提示され、

内容に関しての意見交換を行った。 
 
【成果④】 

・矢作川流域市村における 2005 年度以降の間伐面積の推移

について情報共有を行い、各地域の実状について意見交換

を行った。 
 
【成果⑤】 

・森づくりに関するフィールドワークを行った（信州大学研

究フィールド、根羽村の帯状間伐の実施箇所 など）。 

 

 

 

【成果①】 

・木づかいガイドライン策定に向けて、「さあ～しよう」と

いう提案型の原稿作成のための依頼書について、流域圏担

い手づくり事例集の団体を対象にするなど、他のテーマと

の連携を視野に入れ、意見交換を行った。 
 
【成果②】 

・根羽村森林組合では、木づかいに関するイベントを年間

40 箇所程度開催した。特に、9月 2日に豊田市で開催され

た矢作川感謝祭では、木づかい推進とともに矢作川流域圏

懇談会を PR することができた。 
 
【成果③】 

・木づかいに関する流域市民のツールとして、昨年度の「流

域ものさし」に加え、「どこでもライブラリー（根羽スギ

を使った本箱）」を展開した。 

 

【成果④】 

・岡崎市や豊田市において、地元産材の活用事例や活用目標

について、情報共有と意見交換を行った 

 

【成果⑤】 

・木づかいに関するフィールドワーク（やまおか木の駅、天

竜峡舟下り、ちんちゃん亭 ほか）を行った。 

森づくりに関する意見交換の様子 

フィールドワークの状況 

木づかい関する意見交換の様子 

根羽スギを使った本箱づくり 

森づくりガイドライン 

木づかいガイドライン 
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 各テーマの活動成果 4．

 流域圏担い手づくり事例集 4.1 

 今年度の活動方針に対する進捗状況 （1）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 （2）

1）流域圏担い手づくり事例集の作成 

・矢作川流域圏懇談会は 8 年目をむかえ、流域全体に

視野を広げる必要性から、昨年度までの『山村再生担

い手づくり事例集』を改め、誰もがイメージできるよ

うに『流域圏担い手づくり事例集』として作成を進め

た。 

・川部会のテーマのひとつである地先モデルと協働し、

山の関係 12 団体、川の関係 9団体 合計 21 団体を対

象に取材を行うとともに、レポートを作成した。 

・山だけでなく川に関する団体も、流域の次世代を担

う重要な役割を果たしていることがわかった。 

 

2）事例集関係者を対象とした交流会の実施 

・事例集の作成で築かれた人のつながりを深め、広めることをめざして「事例集交流会 2017」を

開催した。ここでは、活発な意見交換が行われ、有意義なイベントとなった。 

 

 

 

 

 

 

・WG では、新たに事例集交流会 2018 を佐久島（平成 30 年 4 月 14 日）で行うことを決定した。 

 

川部会における意見交換 

「環境ボランティアサークル亀の子隊」の取材状況 

開催日：平成 29 年 4月 15 日（土）～16 日（日） 

開催場所：根羽村老人福祉センター「しゃくなげ」、グリーンハウス森沢（宿泊） 

対象：山村再生担い手づくり事例集に掲載された団体と取材者 

内容：根羽村森林組合、奥矢作森林塾、とよた都市農山村交流ネットワーク、豊森なりわい塾、 

   株式会社 M-easy、農業生産法人 みどりの里、額田木の駅プロジェクト実行委員会 

   以上 7団体より現在の活動状況の報告、意見交換 

【活動方針】 

○事例集の取材者、取材先、流域圏懇談会、読者のネットワークをいっそう広げ、深めることを

めざした事例集交流会を 4 月に実施する。 

≪進捗状況≫ 

・事例集交流会 2017 を開催し、参加者による活発な意見交換が行われ、有意義なイベントになった。 

・事例集の参加者が新たな懇談会員に加わり、その後のＷＧに出席するなど、ネットワークが広がった。 

○事例集Ⅱを対象にした「その後いかがお過ごしですか？プロジェクト」を実施する。 

≪進捗状況≫ 

・懇談会結成 9年目を見据えて、山以外の担い手にも視野を広げる必要性があると判断したため、川部

会の地先モデルと連携して、川の担い手にも取材を行うことになった。 

○山村ミーティングや木づかいガイドライン等、他のテーマとの連携を深める。 

≪進捗状況≫ 

・事例集交流会の参加者に矢作川感謝祭の参加を募るなど、他のテーマとの連携を深めた。 



 

 

8 

 

 山村ミーティング 4.2 

 今年度の活動方針に関する進捗状況 （1）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 （2）

1）矢作川流域林業担い手 100 人ヒヤリングの実施状況 

・7 月以降、豊田森林組合と岡崎森林組合に調査協力依

頼を行い、承認をえられたため、10 月より岡崎森林組

合管内、豊田森林組合管内でヒヤリングを開始した。

ヒヤリングでは、多くの意見や悩みが寄せられている。 
 
・今後も岡崎、豊田森林組合管内のヒヤリングを進める

とともに、上流部の恵南森林組合、根羽村森林組合の

森林作業班員へのヒヤリングを行う予定である。 

 

2）矢作川感謝祭への懇談会としての参加 

・これまでは、豊田市民を対象とする川のイベントだっ

たが、今年度は山部会の部会員も実行委員会に加わり、

矢作川の上下流の農業、林業といった山の関係者も参

加する流域を対象としたイベントに拡大した。特に、

根羽森林組合、豊田森林組合、岡崎森林組合が一堂に

会する機会を得たのは、大きな成果だと考えられる。 

 

 

 

 

【活動方針】 

○森林組合作業班員を対象とした 100 人ヒヤリングを進める。 

≪進捗状況≫ 

・10 月以降、岡崎と豊田においてヒヤリングを開始している。 

○矢作川感謝祭を流域全体のまつりと位置づけ、実施できるよう実行委員会のメンバーとして企

画していく。 

≪進捗状況≫ 

・山部会のメンバーも実行委員として加わるとともに、流域の上下流の農林業に係る人々がイベ

ントに参加した。豊田市の川のお祭りから、流域を対象としたイベントに進化した。 

○山村再生担い手づくり事例集や木づかいガイドライン等、他のテーマとの連携を深める。 

≪進捗状況≫ 

・事例集交流会における矢作川感謝祭の PR やイベントにおける木づかいを通して、他テーマと

の連携に努めている。 

 

ヒヤリング時の作業風景（恵那市） 

矢作川感謝祭の実行委員 

矢作川感謝祭の実施状況 
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 森づくりガイドライン 4.3 

 今年度の活動方針に対する進捗状況 （1）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 （2）

1）行政の森づくりに対する取組みの周知 

・豊田市より森づくり構想見直しの 5 つの重点事項

（①保全に対するルールの設定 ②地域材利用の強

化 ③人材の確保・育成・活用 ④森林の整備目標の

数値等の検討 ⑤市内森林のゾーニング）のうち、

①、②、③について紹介と意見交換を行い、中核製

材工場稼働開始を見据えた動きや森づくり会議の

果たす役割について学んだ。 

・岡崎市より緑のダム部会からの答申をうけて、財源

確保に向けた動きが報告された。また、市役所の環

境政策課内に新たに新設された森林企画係につい

て、水循環と保全啓発業務を担うことが周知された。 

・国の森林環境税の新設をめぐる動きについて、情報

共有と意見交換を行った。 

・九州北部豪雨について、東海豪雨との比較を行いな

がら、森づくりの重要性を話し合った。 

・流域市村の間伐面積の推移では、平成 27 年度以降、

増加がみられたが、間伐適期を過ぎた林分が多いた

め、今後は再び減少に転じると予想された。 
 
  

【活動方針】 

○岡崎市、豊田市における森づくりの動きについて、WG として把握し、情報共有と意見交換を

行う。 

≪進捗状況≫ 

・岡崎市における水循環施策の動き、豊田市における森づくり構想の見直しについて、最新事例

を共有するとともに、意見交換を行った。 

○岡崎市と豊田市で共通理解となった水源かん養機能や矢作川に配慮した森づくりの理念と具

体的な方策をとりまとめる。 

≪進捗状況≫ 

・流域市村の動向を把握したうえで、森づくりガイドラインに盛り込む項目案を周知し、意見交

換を行った。 

○水循環基本法に基づく健全な水循環の維持・回復を目標として、水の貯留・かん養機能の向上

や土砂の流出抑制を図るため、矢作川流域の独自性を加味した森づくりのガイドライン作成に

取り組む。 

≪進捗状況≫ 

・森づくりガイドラインに盛り込む項目案に沿って、矢作川流域の独自性を加味した素案が提示

され、意見交換を行った。 

森づくりに関する意見交換 

矢作川流域市村における近年の間伐面積の推移 
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2）森づくりガイドライン策定に向けた項目案の提示と意見交換 

・平成 30 年度に始動する豊田市での中核製材工場、平成 29 年岡崎市の水環境創造プランのうち

水量に関する施策の見直し、豊田市森づくり構想の見直しを背景に森づくりガイドラインを策

定する。今年度は、以下の項目に沿った素案（1～3について）が提示され、意見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

3）流域の森林の研究成果について 

・信州大学農学部より、根羽村での研究結果が報告さ

れた。内容は「林道が生物多様性に与える影響評価」

および「矢作川源流域のヒノキ・サワラを主体とす

る温帯性針広混交林」であり、最上流域の森林の特

徴を知ることができた。 

 

4）森づくりに係わるフィールドワークの実施 

・フィールドワークを行い、矢作川流域の森林・林業の現状と今後の利活用について学んだ。 
 
①信州大学研究フィールド（根羽村） ②帯状間伐の実施状況（根羽村） 

③天竜川における竹林管理（飯田市） ④あさひ森の健康診断報告会（豊田市） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〔ガイドラインに盛り込む項目案〕 

1. 矢作川流域の森づくりについての基本的な考え方 

（木材生産と公益的機能のバランス、森林所有者や市民の責務など） 

2. 皆伐一斉造林についての考え方（風化花崗岩地帯では、10～20 年後に崩壊のリスク

増大、搬出方法（架線系・道路系）、ニホンジカ食害リスク 

3. 搬出間伐についての考え方（間伐率、搬出方法（架線系・道路系）） 

4. 伐り置き間伐についての考え方（置き方など） 

5. 渓流沿いの人工林についての考え方（流木リスク軽減のための樹木除去など） 

6. 尾根筋の人工林についての考え方（針広混交林化など） 

7. 広葉樹二次林についての考え方 

8. その他 

帯状間伐の実施状況（根羽村） 天竜川における竹林伐採箇所の現状（飯田市） 

研究結果の報告 



 

 

11 

 

 木づかいガイドライン 4.4 

 今年度の活動方針に対する進捗状況 （1）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 （2）

1）木づかいの推進に関する実績 

・矢作川感謝祭では、岡森フォレスターズが林業に関

する歌を披露し、豊田森林組合が高性能林業機械の

実演を行った。また、根羽村森林組合による「動く

木のおもちゃ」の展示では、プレイスメイキングに

より多くの親子が集まっていた。 

・木づかいの推進については、根羽村森林組合が中心

となって「木づかいライブ・スギダラキャラバン」

を進めており、平成 29 年度は 40 箇所程度（流域内

外）の地域に出前授業を行った。 

・木づかい推進における流域市民のツールとして、昨

年度の「流域ものさし」に加え、「どこでもライブ

ラリー（根羽スギを使った本箱）」も有効であるこ

とがわかった。あそべるとよた 4days における出展

では、高い評価を得た。 

・流域の自治体の木づかいについて、岡崎市で進む「乙

川人道橋」工事の内容（ぬかた産材の利用）が情報

共有された。また、豊田森林組合による都市部（名

古屋市や豊田市）での PR 活動について情報共有し

た。 

・昨年度の全体会議で配布された「流域ものさし」に

ついて、使用実績と新たな改善箇所の依頼を受けた。 

【活動方針】 

○流域ものさしと私の流域物語を使って、ひとり一人が流域の魅力を発揮する。 

≪進捗状況≫ 

・流域ものさしの活用実績と今後の改善、取組みについて意見交換を行った。懇談会としての私

の流域物語は今後の課題である。 

○どこでもシリーズを使い、旬の時期に旬のお祭りを開催する。 

≪進捗状況≫ 

・今年度も引き続き実績を重ねており、市民のニーズに合わせた木づかいを推進している。 

○流域の魅力を創造する市民創造、労働参加型プロジェクトに取り組む。 

≪進捗状況≫ 

・根羽村が主体となって行う「根羽村田舎の親戚制度実施要項」の原案を村の委託事業により根羽村

森林組合が作成した。 

○市民労働参加型プレイスメイキングプロジェクトを考える。 

≪進捗状況≫ 

・あそべるとよた 4days では、豊田市立図書館と地元商業施設 T フェイスと連携して、根羽スギを使

った「どこでもライブラリー」を展開し、本のある空間を創出した。 

安城市における木づかい推進の様子 

どこでもライブラリー 本箱づくり 
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2）木づかいガイドライン策定に向けた活動の情報共有 

・「さあ～しよう」という提案型の原稿作成の依頼書について、流域圏担い手づくり事例集の関

係者、イベント実施時の関係者に呼び掛けるなど、具体的な対象者・想定内容について意見交

換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）木づかいに係わるフィールドワーク（勉強会）の実施 

・木づかいに係わるフィールドワークを行い、流域内外の木材や竹林の利活用を学んだ。 

 

①やまおか木の駅（恵那市） ②放棄竹林の利活用（飯田市） ③ちんちゃん亭（豊田市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

木の駅・薪の駅の見学（恵那市） 放棄竹林の利活用（飯田市） 

【木づかいガイドラインの意図するところ】 

①市民、行政、業界、研究機関の各関係者と有志が流域内の「木づかい推 

進」に一体感・共感・共通認識を持って取り組むこと 

②現在流域内の各地で行われている様々な立場の方の魅力的で楽しい「木 

づかい」の取組みを「見える化」すること 

③「見える化」された木づかい推進活動の有志の方々と「人の輪」をつく 

ること「繋ぐ」ことがとても大切で、ここに流域で取り組む市民活動化 

の意義がある 

④その「人の輪」による様々な化学反応により、流域内の各地で市民に「木 

づかい」に対する魅力や楽しみを伝え、共感と活動を呼び起こすこと 

⑤木づかい提案者ひとり一人の培ってきた森や木に対する経験値を重視 

し、提案者とその受け手がチームとなって、木づかいの主役と立役者の 

コンビで木の魅力を発信していくこと 

⑥山村再生担い手づくり事例集にあるような様々な地域の様々な山村・里 

山活動家が「木づかい推進」というテーマで「繋がり」、それぞれが主 

役になって「木づかいネット網」として連携し、すべての年代層を対象 

にした「木づかい」の原体験を与えること 

⑦「木づかいガイドライン」を手に取ると、すぐに行動したくなるような 

「さあ～しよう」という市民目線に沿った提案とすること 

⑧日本人として木の文化を身近なものにすること 
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4）今年度成果をうけた今後の取り組み 

 

①  矢作川流域内の各関係者が取り組まれている木づかい活動や推進テーマを「さあ～しよう」の形で

提案していただくことにより情報を共有化し、流域内の身近な木を利用した木づかいが推進されるよ

うに「木づかいガイドライン」を作成する 

 

②  矢作川の流れを絆として、個人の思い入れを込めて流域が一体となることの大切さを伝えるアイテ

ム「矢作川流域ものさし・私の流域物語」を有志で製作し、これを全国の各流域に配布することによ

って全国の各流域においてその理念と製作方法を普及する 

 

③ 「矢作川流域ものさし・私の流域物語」の理念とは、「流域はひとつ運命共同体」・「水を使うものは

自ら水をつくるべし」といった全国にも通用する矢作川の流域思想であり、こうした思想と共にある

矢作川流域圏懇談会の取り組みについて、全国の流域関係者に向けて発信する 

 

④ 「私の流域物語」に記載された物語に関わる場所等での「木づかいライブ スギダラキャラバン(木

育キャラバン)」の実施や、個人の思い入れを尊重した木づかいによる市民創造型・労働参加型・課

題解決型プロジェクトを実施する 

 

⑤ こうした取り組みを通して矢作川の流域材を活用した楽しい「木のある暮らし」を定着させ「木づ

かいによる場所の力づくり＝プレイスメイキング」によって身近な生活空間を魅力的な地域空間に変

革していく 
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